




早稲田大学Ｐ２Ｍオープン講座講師紹介 
 
第１講座 小原重信  
シドニー工科大学大学院プロジェクトマネジメ
ント専攻 客員教授  
日本工業大学機械工学科教授 
慶応義塾大学経済学部卒業。川崎重工業勤務、名
古屋商科大学教授、千葉工業大学教授を経て現職。
主な著作：「Ｐ２Ｍプロジェクト＆プログラムマ
ネジメント標準ガイドブック（上･下）」(ＰＨＰ、
2003 年、編者)「Ｐ2Ｍ入門」（Ｈ＆Ⅰ社、2002
年）など。 
 
第 2講座 木下俊彦 
早稲田大学国際教養学部教授 
国際協力銀行(前日本輸出入銀行)入行。A.T.カ 
ーニーアジア担当特別顧問、早稲田大学商学 
部大学院商学研究科教授を経て現職。 
主な研究テーマ：国際経済学、アジア経済、 
多国籍企業、ＰＦＩ、プロジェクトマネジメ 
ント、国際エネルギー問題。主な著作：「アジ 
ア経済：リスクへの挑戦」(剄草書房)等。 
 
第 3講座 北島宏樹 
経済産業省国際プラント推進室課長補佐 
 
第 4講座 松田修一 
早稲田大学経営大学院教授 
早稲田大学商学部卒業、大学院商学研究科博士課 
程終了。監査法人サンワ事務所（現トーマツ）入 
所後、早稲田大学アジア太平洋研究センター教授 
を経て現職。 
主な著書：「経営監査の理論と実際」（中央経 
済者）「企業論」日本経済新聞社、｢会社の仕 
組み｣日本実業出版社、「ＭＯＴ入門」日本能 
率協会など。 
 
第 5講座 美原 融 
（株）三井物産戦略研究所 プロジェクト･エン 
ジニアリング室長 
一橋大学卒業、三井物産（株）入社後平成 11 
年より現職。内閣府･民間資金等活用事業推進 
委員会専門委員。内閣府･規制改革民間開放推 
進会議専門委員。主な著書：「ＰＦＩ実務のエ 
ッセンス」(有斐閣共著)「商社〈2006年版〉 
産学社など 
 

 
 
 
第 6講座 武富為嗣 
コーポレートインテリジェンス(株)代表 
東京工業大学大学院理工学研究科終了、大手エン 
ジニアリング会社、コンサルティング会社を経て 
現職。 
主な著書：「産業ビッグバン」(丸善、2002年 
共著) 
「Winning In Asia：Japanese Style」 
（Palgrave Macmillan，2002，conntributory） 
など。 
 
第 7講座 竹林 一 
オムロン(株)セキュリティソリューション事 
業推進室エンジニアリング部長 
立石電機（現オムロン）株式会社入社後店舗売上
管理システム開発、事業企画室にてＡＴＭ後方支
援システム等の新規事業化などに従事し駅務シ
ステム開発部にてパスネット等大型システム開
発のプロジェクトリーダー、新規事業開発部長、
グーパス推進部長を歴任し現職。 
主な著書：「モバイルマーケティング進化論」（共
著日経 BP企画） 
 
第８講座 鈴木研一 
明治大学経営学部教授 
大阪大学大学院経済学研究科博士課程終了、経済 
学博士、長銀総合研究所、広島国際大学助教授を 
経て現職。 
2000 年日本原価計算研究学会、2000 年 IMA(米
国管理会計協会)論文賞受賞。 
主な著書：「プロジェクト・バランス･スコアカー
ド」（生産性出版編著）「管理会計･入門」(有斐閣
共著)。 
 
第 9講座 渡辺貢成  
（有）経営組織研究所代表 
早稲田大学理工学部応用科学卒、日鉄化工機株式 
会社、日揮株式会社にて石油精製プラント、原子 
力プラントマネージャー、有人宇宙システム（株） 
にて国際宇宙ステーション担当後、日本プロジェ 
クトマネジメントフォーラム事務局長を経て現 
職。芝安曇のペンネームでプロマネ自在氏の経験 
則など雑誌連載。 



＊受付欄 ＊再受付欄早稲田大学オープン講座 2005･3 受講申込書 
  

 
 

＊受講番号 ＊備  考 性別（○で囲んで下さい。） 
（この欄は記入しないで下さい。） 

 

（この欄は記入しないで下さい。） 

 
男     女 

フリガナ  生 年 月 日（西暦） 

氏   名 
 
 

     年   月   日 

フリガナ  電 話 番 号 

現 住 所 
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フリガナ  

勤 務 先 
(学 校 名) 

所属部・課・係（又は、専攻科、学年）も記入願います。 

 
 
 

フリガナ  電 話 番 号 
勤務先住所 
(学校住所) 
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FAX番号 

E-Mail 

勤務先  自宅（どちらかに○を付けて下さい。） 
 
 
 

 
 

記入上の注意 
 
１．必ず申込者本人が記入して下さい。 
２．＊印のある欄は、記入しないで下さい。太線内は全て記入下さい。 
３．日本国籍を有しない方は外国人登録証明書に記載されているとおり書いて下さい。〔外国籍の方で郵便の宛先等に通称
名を希望する場合は、受講申込書に通称名をカッコ書きで併記して下さい。〕 

 

振込金受取書（兼手数料受取書）を貼付して下さい。（コピーでも可。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


